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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

　

近
く
な
の
に
ま
だ
行
っ

た
こ
と
が
な
い
。
そ
ん
な

市
内
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
﹁
近
く
へ

行
き
た
い
﹂。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、

小
江
戸
と
呼
ば
れ
る
小
野

川
沿
い
を
中
心
と
し
た
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
と
そ
の
周
辺
で
す
。

小江戸さわら
小野川周辺の町並み

　

こ
た
つ
舟

▼

　

江
戸
の
風
情
が
残
る
小
野
川
沿

岸
の
風
景
を
さ
っ
ぱ
舟
か
ら
眺
め

れ
ば
、
歩
く
の
と
は
違
っ
た
楽
し

み
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
こ
た
つ

に
入
り
な
が
ら
遊
覧
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
運
行
コ
ー
ス
と
料
金

大
利
根
コ
ー
ス
︵
40
分
～
60
分
︶ 

大
人
1
3
0
0
円
、
小
人
7
0
0

円 町
並
み
コ
ー
ス
︵
30
分
～
40
分
︶ 

大
人
1
2
0
0
円
、
小
人
6
0
0

円※
20
人
以
上
は
団
体
割
引
あ
り

︵
要
予
約
︶。
増
水
や
渇
水
な
ど
気

象
条
件
に
よ
り
運
行
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　

㈱
ぶ
れ
き
め
ら

☎
（55）
9
3
8
0

小
江
戸
さ
わ
ら
舟
め
ぐ
り

おすすめ

各 施 設 の 案 内もっと！

　

小
野
川
沿
岸
と
周
辺
に
は
、
河

岸
問
屋
や
醸
造
な
ど
の
商
工
業

者
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
現

在
も
当
時
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る

古
い
商
家
が
立
ち
並
び
、
水
郷
の

情
緒
を
醸か

も

し
出
し
て
い
ま
す
。

　

商
業
都
市
と
し
て
の
歴
史
的

景
観
を
残
し
、
そ
れ
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
8
年

12
月
、
関
東
で
初
め
て
「
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
の
家
業
を
引
き
継
ぎ
、

今
も
営
業
を
続
け
て
い
る
商
家

が
多
く
「
生
き
て
い
る
本
物
の
町

並
み
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
並
み
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

よ
く
知
っ
て
い
る
場
所
で
も
、

意
外
に
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
っ

て
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

小
野
川
周
辺
の
観
光
を
す
る

際
に
は
、
地
元
を
知
り
尽
く
し
た

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
よ
る
町
並
み
観
光
案
内
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

江
戸
末
期
か
ら
明
治
、
大
正
、

昭
和
初
期
に
か
け
て
建
て
ら
れ

た
建
物
な
ど
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
当
時

の
時
代
背
景
を
勉
強
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と

新
た
な
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

■
料
金　

無
料
（
要
予
約
）

■
所
要
時
間　

申
込
者
の
希
望

や
時
間
に
あ
わ
せ
て
コ
ー
ス
を

作
成
し
ま
す
が
、
1
時
間
以
上
必

要
と
な
り
ま
す

■
受
付
場
所　

佐
原
町
並
み
交

流
館

※
外
国
人
向
け
の
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
町
並
み

案
内
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原
の

町
並
み
を
考
え
る
会☎

（54）
7
7
6
6

佐
原
ま
ち
ぐ
る
み
博
物
館

　

今
も
江
戸
時
代
の
店
構
え
を

残
す
店
舗
や
、
古
く
か
ら
の
道

具
類
を
大
切
に
伝
え
て
き
た
家

を
「
博
物
館
」
と
し
て
楽
し
め
ま

す
。
自
慢
の
お
宝
や
伝
統
の
品
々

な
ど
、
季
節
ご
と
に
特
色
あ
る
展

示
品
を
公
開
し
て
い
ま
す
。「
ま

ち
ぐ
る
み
博
物
館
」
と
書
い
て
あ

る
木
の
看
板
が
目
印
で
す
。

問
い
合
わ
せ

佐
原
お
か
み
さ
ん
会　

香
取

　

☎
（52）

2
3
6
7

ま
だ
ま
だ
あ
る
見
ど
こ
ろ

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
古
い
建
物
を

活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
酒
蔵
見

学
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
見
ど
こ
ろ

が
あ
る
小
江
戸
さ
わ
ら
。

　

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
も
の

を
見
つ
け
に
、
出
か
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

国指定史跡 伊能忠敬旧宅

　伊能家や忠敬が過ごした店舗・母
屋・土蔵などの建物が残されていま
す。特に土蔵は、観音開きの扉が普
及する以前の土の扉の引戸で、市内
でも古いタイプの土蔵です。
■開館時間　9 時～ 16 時 �0 分
■入館料　無料
■休館日　年末年始
問い合わせ
伊能忠敬記念館　☎ (54)1118

伊能忠敬記念館

　日本全国を 17 年かけて測量して
日本全図を完成させた、伊能忠敬
の業績と地図に対する理解を深め
ることができます。

■開館時間　9 時～ 16 時 �0 分
■入館料　大人…500 円、小中学
生…250 円（団体割引あり）
■休館日　月曜日、年末年始、国
民の祝日の翌日
問い合わせ
伊能忠敬記念館　☎ (54)1118

三菱館と佐原町並み交流館

　小野川周辺のランドマークと
なっている三菱館は千葉県有形文
化財に指定。佐原町並み交流館は
観光の案内や休憩場所、研修施設
として利用できます。
■開館時間　10 時～ 17 時
■休館日　水曜日、元旦
問い合わせ
佐原町並み交流館  ☎ (52)1000

水郷佐原山車会館

　毎年夏と秋に行われる祭礼の山
車（常時 2 台）と祭りの資料が展
示されています。
■開館時間　9 時～ 16 時 �0 分
■入館料　大人…400 円、小中学
生…200 円（団体割引あり）
■休館日　月曜日、年末年始、国
民の祝日の翌日
問い合わせ
水郷佐原山車会館  ☎ (52)4104
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感
染
性
胃
腸
炎
は
例
年
11 

月
頃
か
ら
患
者
が
増
加
し
、

特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、

お
う
吐
や
下
痢
に
よ
り
脱
水

症
状
を
起
こ
し
重
症
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
今

期
は「
感
染
性
胃
腸
炎
警
報
」

も
出
て
い
ま
す
。

■
感
染
経
路

　

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
汚
染
さ

れ
た
食
材
を
非
加
熱
調
理
で

食
べ
た
り
、
手
や
調
理
器
、

患
者
の
便
や
お
う
吐
物
か
ら

も
感
染
し
ま
す
。

■
症
状　

　

吐
き
気
、
お
う
吐
、
下
痢
、

腹
痛
、
発
熱
。

■
予
防

1
．
飲
食
の
前
に
は
必
ず
手

を
よ
く
洗
う
。

2
．
調
理
す
る
と
き
は
、
十

分
に
加
熱
す
る
。

�
．
お
う
吐
、
下
痢
な
ど
の

症
状
が
あ
る
時
は
、
早
め
に

受
診
す
る
。

4
．
床
の
お
う
吐
物
や
便
の

処
理
を
す
る
時
は
、
使
い
捨

て
の
マ
ス
ク
・
手
袋
を
着
用

し
、
汚
物
を
ふ
き
取
り
、
塩

素
系
消
毒
薬
で
床
を
浸
す
よ

う
に
ふ
く
こ
と
。
便
器
も
塩

素
系
消
毒
薬
で
ふ
き
取
る
。

5
．
症
状
の
あ
る
場
合
は
、

家
族
の
最
後
に
入
浴
す
る
。

問
い
合
わ
せ

香
取
保
健
所
健
康
生
活
支
援

課 

☎
(52)
9
1
6
1

健
康
づ
く
り
課☎

(50)
1
2
3
5

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う
！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。
感
染
す
る
と
、

突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
症

状
の
ほ
か
、
の
ど
の
痛
み
、

鼻
水
、
せ
き
な
ど
の
症
状

も
見
ら
れ
ま
す
。
普
通
の
か

ぜ
に
比
べ
て
全
身
症
状
が
強

く
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど

を
合
併
し
、
重
症
化
す
る
こ

と
が
多
い
の
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
脳
炎
や
心
不
全
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
体
力

の
な
い
高
齢
者
や
乳
幼
児
な

ど
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

人
ご
み
な
ど
か
ら
帰
宅
し

た
ら
、
手
洗
い
・
う
が
い
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

香
取
保
健
所
健
康
生
活
支
援

課 

☎
(52)
9
1
6
1

健
康
づ
く
り
課☎

(50)
1
2
3
5

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所
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香取市標準小作料

●
総
務
・
企
画

・
要
望
事
項
の
取
り
扱
い
、
対

応
、
回
答
関
係

・
広
報
紙
を
つ
づ
る
フ
ァ
イ
ル

の
配
布

・
市
民
懇
談
会
の
運
営
方
法

・
職
員
の
名
札
の
着
用
方
法

・
市
長
へ
の
手
紙
の
実
施

・
広
報
紙
の
内
容

・
市
の
名
称
変
更

　

10
月
3
日
か
ら
11
月
28
日
ま
で
、
佐
原
区
の
16
会
場
で
開

催
さ
れ
た
市
民
懇
談
会
︵
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
︶
に
は
、

の
べ
5
0
0
人
を
超
え
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
市
政

に
関
す
る
質
問
や
身
近
な
疑
問
・
要
望
な
ど
、
市
長
と
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
で
出
さ
れ
た
、質
問
、

意
見
、
提
言
な
ど
の
項
目
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
市
民
懇

談
会
会
場
で
の
質
疑
の
内
容
は
、
今
年
度
の
日
程
終
了
後
、

広
報
か
と
り
お
よ
び
香
取
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

・
職
員
の
管
理
体
制
、
指
導
、

教
育
な
ど

・
総
合
計
画
策
定

・
香
取
駅
舎
の
整
備

・
人
口
流
出
を
止
め
る
施
策

・
市
民
憲
章
の
制
定

●
行
政
改
革

・
職
員
の
削
減
、
定
員
管
理

・
行
政
コ
ス
ト
削
減

・
行
政
改
革
推
進
状
況

・
財
政
状
況
（
予
算
、

負
債
、
借
入
金
、
返
済

計
画
）

・
機
構
改
革
（
小
見
川

区
、
山
田
区
、
栗
源
区

の
今
後
の
方
針
）

●
土
木
・
建
設
・

　

都
市
計
画

・
道
路
舗
装
、
道
路
改

良
、
道
路
冠
水
、
排
水

関
係

・
国
道
3
5
6
号
バ
イ

パ
ス
の
延
長
（
津
宮
＝

大
倉
区
間
）

・
旧
八
間
川
の
草
刈
、

転
落
防
止
柵
設
置
、
緑

地
公
園
化

・
開
発
指
導
（
防
犯
灯
・

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

・
電
線
地
中
化
事
業
の
計
画

・
横
利
根
川
（
水
管
橋
下
）
の

護
岸
整
備

・
許
可
申
請
に
対
す
る
取
り
扱

い・
大
谷
津
開
発
計
画

・
佐
原
駅
前
開
発
計
画

・
両
総
用
水
導
水
路
の
桜
並
木

の
延
長

・
里
山
整
備

●
福
祉

・
医
療
問
題
、
救
急
医
療
体
制

・
救
急
車
両
の
十
六
島
へ
の
配

備・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援

・
高
齢
者
の
相
談
窓
口

・
戦
没
者
追
悼
式
の
実
施
方
法

・
生
活
保
護
希
望
者
へ
の
対
応

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
利
用

・
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
補
助
率

●
環
境
衛
生

・
ご
み
収
集
、
指
定
ご
み
袋
、

有
料
化
、
分
別
関
係

・
火
葬
場
関
係

・
自
然
環
境
保
全
地
域
の
指
定

・
県
の
環
境
づ
く
り
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
支
援

・
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置

・
飛
行
機
の
騒
音

・
ま
ち
の
美
化

・
栗
山
川
の
鮭
の
魚
道

●
交
通
・
安
全

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

・
防
犯
灯
設
置

・
信
号
機
設
置

・
循
環
バ
ス
関
係

・
グ
リ
ー
ン
バ
ス
へ
の
補
助

・
注
意
看
板
設
置

●
農
業

・
土
地
区
画
整
理
（
担
い
手
育

成
）

・
農
産
物
P
R

・
良
い
米
づ
く
り
の
指
導

・
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
関
係

・
バ
イ
オ
マ
ス
関
係

●
教
育

・
学
校
施
設
の
充
実

・
無
形
文
化
財
保
護

・
い
じ
め
問
題

・
就
学
援
助
制
度

・
不
審
者
情
報
関
係

・
携
帯
電
話
使
用
の
指
導

・
与
田
浦
運
動
広
場
の
整
備

・
小
学
校
の
統
廃
合

・
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
文
化
会
館
の
活
用
、
自
主
事

業
の
実
施

・
各
種
大
会
出
場
に
伴
う
費
用

援
助

●
観
光

・
今
後
の
観
光
方
針

・
ト
イ
レ
の
設
置

・
観
光
案
内
板
の
設
置

・
新
左
衛
門
川
護
岸
の
あ
や
め

飾
り
舟
の
管
理

・
与
田
浦
周
辺
の
観
光

・
山
車
祭
り
の
補
助
金

・
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
方
法

●
商
工
業

・
多
田
工
業
団
地
の
利
用
方
針

・
雇
用
対
策

・
伝
統
工
芸
の
支
援
、
育
成

●
上
下
水
道

・
水
道
の
敷
設

・
下
水
道
関
係

・
水
道
施
設
の
市
へ
の
移
管

・
水
道
敷
地
の
管
理

●
消
防
・
防
災

・
防
災
行
政
無
線

・
消
防
本
部
の
管
轄
、
本
部
の

位
置

・
緊
急
時
の
給
水
対
策

●
合
併

・
合
併
し
た
市
町
の
交
流

・
自
治
区
間
の
競
争

・
税
、
公
共
料
金
の
統
一

●
施
設

・
み
ず
ほ
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
補
修

・
い
こ
い
の
家
の
雨
水
対
策

・
市
役
所
駐
車
場
の
整
備

・
市
営
住
宅
の
手
す
り
設
置

●
市
民
活
動
・
生
活
な
ど

・
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

体
制
関
係

・
花
を
植
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
関
係

・
市
民
バ
ス
の
利
用

・
市
民
懇
談
会
配
布
資
料
関
係

・
目
的
税
（
都
市
計
画
税
）
関

係・
旧
市
町
初
代
市
町
長
の
墓
へ

の
墓
参
り
実
施

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

☎
(50)
1
2
0
4

未あ

す来
の
た
め 

今
み
ん
な
で
話
し
合
お
う
！

タウンミーティング開催予定表

　開催日時

1月25日㈭
　18時�0分～

1月28日㈰
　1�時�0分～

2月2日㈮
　18時�0分～

2月4日㈰
　1�時�0～

2月7日㈬
　18時�0分～

2月9日㈮
　18時�0分～

2月14日㈬
　18時�0分～

2月16日㈮
　18時�0分～

2月18日㈰
　1�時�0分～

2月21日㈬
　18時�0分～

2月22日㈭
　18時�0分～

2月25日㈰
　1�時�0分～

2月27日㈫
　18時�0分～

　　開催場所

小見川文化会館
第 1 会議室

八都小学校
体育館

小見川文化会館
第 1 会議室

小見川西小学校
体育館

小見川文化会館
第 2 会議室

府馬小学校
体育館

小見川北小学校
ミーティングルーム

高萩小学校
体育館

沢区民センター

山倉小学校
体育館

小見川東小学校
図書室

栗源公民館講堂

小見川南小学校
なかよしホール

対象地区

東大根塚･大根塚･新町東部･上新町･新
浜･北八軒町･南八軒町･田町･新田･仲町
･川端･本町･小路

小見･吉野平･川上･高野･竹之内･田部･
仁良･神生･米野井

南下宿･北下宿･新開町･内浜･外浜･八日
市場･野田･本郷･栄町

織幡･油田･東谷･八本･白井･山川･虫幡･
虫幡平石･木内･上小堀･新福寺

北小川･南小川･南原地新田･羽根川･
新々田･入会地･西住金団地･東住金団地

在郷･原宿･入小保内･遠茶･山帰･南四ツ
塚･長岡郷･長岡東･宮志･古内･日下部住
宅･向堆住宅

一ノ分目･一ノ分目新田･三ノ分目･富田
･下小堀･分郷･増田･水郷団地

高萩･受所･上の台･中峰

沢･開進･倉沢･宿原

山倉･大角･新里･桐谷･鳩山･小川

阿玉川･下飯田･岡飯田･布野･川頭･北原
地新田･県営住宅

浅黄東部･浅黄西部･西崎･大畑･東野･助
沢･西田部･苅毛･荒北･浅間台

五郷内･和泉･貝塚･阿玉台･久保

【小見川区・山田区・栗源区】

市
民
懇
談
会

もしもに備える

※都合により開催日時や場所が変更になることがあります
※対象地区にかかわらず、どの会場でも参加できます

▲市民からの意見に回答する宇井市長

市
民
懇
談
会
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税制
改正

税
源
移
譲

　

自
治
体
が
、
自
主
的
に
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
で
、
よ
り
身

近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た

め
進
め
ら
れ
て
き
た
国
の
「
三

位
一
体
改
革
」。
そ
の
柱
で
あ

る
「
税
源
移
譲
」
が
行
わ
れ
「
地

方
の
こ
と
は
地
方
で
」
と
い
う

方
針
の
も
と
、
今
ま
で
所
得
税

と
し
て
国
に
納
付
し
て
い
た
だ

い
て
き
た
税
金
の
一
部
を
住
民

税
と
し
て
直
接
市
に
収
め
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

あ
な
た
の
所
得
税
・
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
19
年
か
ら
税
源

移
譲
に
よ
り
、
所
得
税

と
住
民
税
の
税
率
が
変

更
さ
れ
ま
す
。
所
得
税

は
負
担
額
が
減
り
、
住

民
税
は
負
担
額
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の
方
式
に
よ
り
、
全
国
で
お
よ

そ
�
兆
円
が
国
か
ら
地
方
に
移

譲
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
給
与
所
得
者
の
場

合
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
1
月
分

か
ら
源
泉
さ
れ
る
所
得
税
が
減

り
、
6
月
分
か
ら
の
住
民
税
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︵
税
率
は
表
参
照
︶

定
率
減
税
の
廃
止

　

平
成
11
年
度
か
ら
、
景
気
対

策
の
た
め
に
暫
定
的
な
税
負
担

の
軽
減
措
置
と
し
て
導
入
さ
れ

て
い
た
定
率
減
税
が
、
最
近
の

国
の
経
済
指
標
を
踏
ま
え
廃
止

さ
れ
ま
す
。

▼
所
得
税　

平
成
18
年
1
月
分

か
ら
税
額
の
10
%
相
当
額
が
減

平成 18 年 　　　　　　　　平成 19 年
住民税
・定率減税
所得税
・定率減税 
合　計

【モデルケース】夫婦＋子ども 2 人の場合・給与収入 700 万円（年額）

196,000 円
△ 14,700 円

26�,000 円
△ 26,�00 円

418,000 円

29�,500 円

165,500 円

459,000 円

住民税

所得税

合　計
※子どものうち 1 人が特定扶養親族に該当するものとしています。一定の社
会保険料が控除されるものとして計算しています

平成 18 年　　　　　　　　　　 　平成 19 年
住民税
・定率減税
・（住民税 - 定率減税）×
所得税
・定率減税 
合　計
税　額

  【モデルケース】70 歳独身の場合・年金収入 200 万円（年額）

19,900 円
△ 1,500 円

△ 12,267 円
�4,800 円

△ �,480 円
�7,45� 円
�7,400 円

�7,�00 円
△ 12,4�4 円

17,400 円

42,266 円
42,200 円

住民税
・住民税×

所得税

合　計
税　額

2
3

1
3

( ) ( )
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。年金収入 200
万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は 125 万円以下なので、
経過措置が適用されます

香取市標準小作料
　

香
取
市
農
業
委
員
会
で

は
、
農
地
の
賃
貸
借
に
お
け

る
小
作
料
を
定
め
る
時
の
目

安
と
し
て
、
標
準
小
作
料
を

設
定
し
ま
し
た
。
各
区
に
お

け
る
標
準
小
作
料
は
表
の
と

お
り
で
す
。

※平成 19 年 1 月 1 日から適用

額
︵
12
万
5
千
円
限
度
︶
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年
1
月

分
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

▼
住
民
税　

平
成
18
年
6
月
分

か
ら
税
額
の
7
・
5
%
相
当
額

が
減
額
︵
2
万
円
限
度
︶
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年
6
月

分
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

住
民
税
の
老
年
者

非
課
税
措
置
の
廃
止

　

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
、

65
歳
以
上
の
人
︵
昭
和
15
年
1

月
2
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
︶

で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

1
2
5
万
円
以
下
の
人
は
、
平

成
17
年
度
ま
で
住
民
税
が
非
課

税
で
し
た
が
、
年
齢
に
関
わ
ら

ず
公
平
に
負
担
を
分
か
ち
合
う

と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
措
置

が
平
成
18
年
度
か
ら
廃
止
さ

れ
、
現
役
世
代
と
同
様
の
制
度

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す

る
た
め
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

経
過
措
置

▼
平
成
18
年
度

税
額
の
�
分
の
2
減
額

▼
平
成
19
年
度

税
額
の
�
分
の
1
減
額

▼
平
成
20
年
度
以
降
全
額
負
担

※
昭
和
15
年
1
月
2
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
が
対
象

問
い
合
わ
せ

税
務
課 

☎
(50)
1
2
4
2

　

標
準
小
作
料
の
適
用
は
1

月
1
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
際

に
小
作
料
決
定
の
参
考
と
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
☎

(50)
1
2
2
6

小作料の標準額

佐原区

25,000 円

20,000 円

11,000 円

17,000 円

14,000 円

 7,000 円

小見川区

25,000 円

18,000 円

 8,000 円

10,000 円

 7,000 円

 5,000 円

山田区

21,000 円

18,000 円

10,000 円

16,000 円

11,000 円

 8,000 円

栗源区

22,000 円

17,000 円

10,000 円

16,000 円

12,000 円

 8,000 円

農地区分

田の部

畑の部

上

中

下

上

中

下

標準小作料（10 アール当たり）

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

　

地
震
災
害
で
目
立
つ
の
が
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
る
負
傷

で
す
。
老
朽
化
し
た
も
の
は
、

修
理
・
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

●
建
物
の
点
検

　

柱
、
土
台
や
屋
根
瓦
な
ど
を

点
検
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
も

の
は
、
補
強
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
窓
ガ
ラ
ス
に
は
飛
散

防
止
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

●
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止

　

家
具
や
大
型
電
化
製
品
な
ど

の
転
倒
を
防
ぐ
た
め
に
、
と
め

金
な
ど
で
固
定
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
非
常
用
具
の
準
備

　

公
的
な
支
援
が
本
格
的
に
開

始
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
3
日
程

度
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ

れ
ま
で
は
、
自
分
た
ち
の
力
で

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
避
難
時
に
必
要
と
な
る
衣

類
・
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
飲

料
水
・
食
料
品
・
現
金
・
救
急

用
品
な
ど
は
、
す
ぐ
に
持
ち
出

せ
る
よ
う
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
避
難
経
路
を
家
族
で
確
認

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
家

族
全
員
が
揃
っ
て
い
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
避
難
し
て

い
る
間
に
、
は
ぐ
れ
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
災
害
時
に

お
ち
つ
い
て
避
難
で
き
る
よ
う

日
ご
ろ
か
ら
避
難
場
所
や
避
難

経
路
を
家
族
全
員
で
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
が
発
生
し
た
ら

●
身
の
安
全
を
確
保

　

家
具
や
ガ
ラ
ス
か
ら
離
れ
、

机
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
身

を
隠
し
、
座
布
団
な
ど
で
頭
部

を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

●
す
ば
や
く
火
の
始
末

　
「
火
を
消
せ
！
」
と
み
ん
な

で
声
を
か
け
合
い
、
ガ
ス
器
具

や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
を
止
め

ま
し
ょ
う
。

●
出
口
の
確
保

　

建
物
が
ゆ
が
み
、
出
入
口
が

開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。出
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火

　

ど
ん
な
に
小
さ
な
火
で
も
、

大
声
で
近
所
の
人
に
知
ら
せ
協

力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

●
あ
わ
て
て
外
に
出
な
い

　

瓦
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物

に
注
意
。避
難
が
必
要
な
時
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
ず
き
ん
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
協
力
し
応
急
救
護

　

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な

人
、け
が
人
な
ど
に
声
を
か
け
、

助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
正
し
い
情
報
を
入
手

　

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
防
災
行

政
無
線
な
ど
に
よ
り
、
正
し
い

情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。
市

で
は
、
防
災
に
関
す
る
情
報
を

携
帯
メ
ー
ル
に
配
信
す
る
サ
ー

ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
携
帯

電
話
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

h
ttp://w

w
w

.city.katori.
lg.jp/m

obile/

●
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
被
災
地
で
は
通
話
が
大

量
に
発
生
し
、
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
お
い
て
、
被
災
者

が
安
否
情
報
な
ど
を
録
音
し
、

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
セ
ン
タ
ー

を
通
じ
て
そ
の
他
の
地
域
に
い

る
人
に
聞
か
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

利
用
方
法
は
録
音
・
再
生
と

も
、
局
番
な
し
の
「
1
7
1
」

に
電
話
し
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
っ
て
操
作
し
て
く
だ
さ

い
。
事
前
登
録
不
要
で
、
災
害

時
以
外
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ま
で

☎
1
1
6

問
い
合
わ
せ

総
務
課 

☎
(50)
1
2
0
1

　

近
年
、
世
界
各
地
で
地
震
や
台
風
な
ど
の
大

き
な
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
災
害

に
対
す
る
備
え
や
心
構
え
は
万
全
で
す
か
。
い

つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
の
準
備
に
よ
っ
て
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
う
一
度
震
災
へ
の

備
え
を
再
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
の
備
え

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く

な
っ
た
人
の
約
9
割
は
倒
壊
し

た
家
屋
や
転
倒
し
た
家
具
の
下

敷
き
に
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で

す
。
ど
ん
な
に
大
き
な
地
震
で

も
、
最
初
の
揺
れ
は
1
〜
2
分

程
度
で
収
ま
り
ま
す
。
そ
の
わ

ず
か
な
時
間
を
生
き
残
る
た
め

に
、
日
ご
ろ
か
ら
対
策
を
取
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

もしもに備える防災
特集
震災編

香取市標準小作料

税源移譲後の所得税・個人住民税の税率

※分離課税の譲渡所得を除く。（）内は市民税分。住民税は 19 年度（18 年 1
月～ 12 月分所得）、所得税は 19 年分（19 年 1 月～ 12 月所得）から適用

現行
 課税所得　　　　　　　　　税率

個
人
住
民
税

所
得
税

200 万円以下

200 万円超～ 700 万円

700 万円超

��0 万円以下

��0 万円超～ 900 万円

900 万円超～ 1,800 万円

1,800 万円超

5%
（�%）

10%
（8%）

1�%
（10%）

10%

20%

�0%

�7%

改正
 課税所得　　　　　　　　　税率

一律

195 万円以下
195 万円超～ ��0 万円
��0 万円超～ 695 万円
695 万円超～ 900 万円

900 万円超～ 1,800 万円

1,800 万円超

5%
10%
20%
2�%

��%

40%

10%
（6%）
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図
書
館
の
プ
ロ
が
教
え
る
﹁
調

べ
る
コ
ツ
﹂

～
誰
で
も
使
え
る
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
・
サ
ー
ビ
ス
事
例
集

　

調
べ
も
の
を
素
早
く
的
確
に

見
つ
け
る
た
め
の
コ
ツ
と
は
？

す
ぐ
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場

合
の
﹁
次
の
一
手
﹂
と
は
？　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス︵
図

書
館
員
に
よ
る
調
べ
も
の
の
お

手
伝
い
︶
を
提
供
す
る
図
書
館

員
の
情
報
処
理
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、

汎
用
性
の
高
い
37
の
ケ
ー
ス
で

分
か
る
事
例
集
。

介
護
タ
ブ
ー
集三

好　

春
樹
／
著

　

そ
の
﹁
や
り
方
﹂
は
間
違
っ

て
い
る
！
介
護
の
ホ
ン
ト
の

﹁
常
識
﹂
と
は
？
介
護
の
カ
リ

ス
マ
が
認
知
症
、
施
設
の
見
分

け
方
、
食
事
ケ
ア
、
入
浴
ケ
ア

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
誤
解
を
図
解

で
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
介
護

の
ホ
ン
ト
の
﹁
常
識
﹂
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
一
挙
公
開
。
介
護
の
考

え
方
と
介
護
技
術
が
ガ
ラ
リ
と

変
わ
る
1
冊
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

皆
さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し

い
本
を
紹
介
し
ま
す
。

小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、
旅

行
記
や
絵
本
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま

す
。

今月のおすすめ

広報 �【まちかど通信】

香取市には、楽しいイベントや
出来事が盛りだくさん。
ここでは、そんなホットなまちの
話題をご紹介します。

県
民
芸
術
劇
場

わ
ら
軒
先
コ
ン
サ
ー
ト

さ

　

歌
と
ピ
ア
ノ
三
重
奏
に
よ
る

﹁
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
﹂

が
12
月
10
日
に
佐
原
町
並
み
交

流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
演
は
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
千
葉
か

ら
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
横
山
美
奈

さ
ん
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
本
庄

篤
子
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
の
植
草
ひ

ろ
み
さ
ん
、
電
子
ピ
ア
ノ
の
松

浦
朋
子
さ
ん
で
、
選
曲
は
ク
リ

ス
マ
ス
に
あ
わ
せ
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

観
客
た
ち
は
曲
ご
と
の
説
明

を
受
け
、
作
曲
さ
れ
た
時
代
背

景
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
す
ば

ら
し
い
歌
声
と
演
奏
に
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

与
田
浦
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

検
討
懇
談
会
が
12
月
10
日
、
加
藤
洲
第
一
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
国
土
交
通
省
の
水
源
地
域
活

性
化
対
策
調
査
と
し
て
東
京
大
学
堀
繁
教
授

の
研
究
室
が
中
心
と
な
り
、
与
田
浦
地
域
の

活
性
化
方
策
の
中
間
報
告
と
、
地
域
住
民
の

意
見
を
聞
く
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
現

地
視
察
と
、
与
田
浦
地
域
に
お
け
る
水
源
地

域
活
性
化
対
策
の
現
況
や
観
光
利
用
な
ど
の

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
並
み
交
流
館
で
は
、
水
の
郷
地

域
活
性
化
に
向
け
た
講
演
会
を
行
い
、
堀
教

授
は
﹁
観
光
交
流
促
進
の
た
め
に
は
観
光
客

に
楽
し
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
﹂
と
述

べ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
講
演
。
参
加
者
は
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲町並み交流館で行われた堀教授の講演会

「
水
の
郷
」
を
活
性
化

と
緑
の
文
化
を
は
ぐ
く
む

水

▲観客の目の前で演奏するニューフィルハーモニーオーケストラ千葉の皆さん

　栗源公民館で「語る
べぇ栗源」の皆さんによ
る、絵本の読み聞かせと
紙芝居が行われました。
子どもたちは「もっと読
んで」と何冊もの絵本を
会の皆さんに読んでもら
いました。

12 月 16 日絵本の楽しさを

う門には福来る
小見川出前寄席笑

　小見川駅前よろず亭で小見
川出前寄席が、12 月 16 日に
開催されました。
　会場は満員御礼で、ニュー・
マリオネットのまるで生き
ているかのような操り人形の
妙技にお客さんの視線は釘付
け。また、柳家小袁治師匠を
はじめとする噺家さんの表情
豊かな語り口にお客さんは引
き込まれ、会場は笑いと拍手
に包まれました。

　山田公民館で開催され
たクリスマスコンサー
ト。小見川吹奏楽団と山
田中学校ブラスバンド部
がクリスマスナンバーの
演奏とユニークなダンス
を披露。一足早いクリス
マスとなりました。

12 月 16 日クリスマスコンサート

▲真打柳家小袁治師匠の落語 ( 上 )
▲生きているかのように人形を操るニュー・マリオネット

　クリスマスキャンドル
作りが山田児童館で行わ
れました。参加した児童
たちは、溶けたろうそく
を風船の型に上手につけ
て、世界にひとつしかな
い色とりどりのキャンド
ルを作りました。

12 月 9 日キャンドル作りに挑戦
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「歴史の道しるべ」
道路元

げん ぴ ょ う

標

Vol.10香取遺産

　

日
本
の
道
路
の
起
点
が
東
京

日
本
橋
に
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
つ
な
が

る
よ
う
に
、
か
つ
て
全
国
の
市

町
村
に
道
路
元
標
と
い
う
石
柱

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

道
路
元
標
と
は
、
大
正
8
年

（
1
9
1
9
）
に
制
定
さ
れ
た

旧
道
路
法
お
よ
び
施
行
令
に
よ

り
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
道

路
の
起
終
点
を
示
す
石
造
物
で

す
。
施
行
令
に
は
「
道
路
元
標

は
各
市
町
村
に
一
箇
を
置
く
」

と
あ
り
ま
す
。
府
県
や
市
町
村

間
の
主
要
道
路
の
距
離
を
表
す

際
に
、
そ
の
基
点
の
役
割
を
果

た
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

大
正
8
年
当
時
、
香
取
市
域

に
は
、
佐
原
･
香
取
・
小
見
川

の
3
町
と
、
香
西
・
東
大
戸
・

津
宮
・
大
倉
・
瑞
穂
・
新
島
・

豊
浦
・
神
里
・
森
山
・
良
文
・

府
馬
・
八
都
・
山
倉
・
栗
源
の

14
村
が
あ
っ
た
の
で
、
道
路
元

標
は
市
域
の
17
カ
所
に
設
置
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
の
設
置
場
所
は
、
大
正

8
年
11
月
14
日
お
よ
び
同
9
年

1
月
9
日
の
千
葉
県
告
示
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
道
路
法
（
昭
和
27
年

制
定
）
で
は
特
別
の
設
置
義
務

も
な
い
た
め
、
移
設
ま
た
は
撤

去
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

告
示
に
記
さ
れ
た
地
番
を
手

掛
り
に
、
市
内
の
道
路
元
標
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
現
在
11
基
の

所
在
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
多

く
は
主
要
道
路
上
の
、
交
差
点

や
公
的
な
施
設
の
入
口
な
ど
に

あ
り
ま
す
。

　

佐
原
町
は
香
取
街
道
と
横
宿

の
交
差
点
、
大
倉
村
は
大
倉
小

学
校
東
側
の
国
道
沿
い
の
信
号

脇
、
豊
浦
村
は
小
見
川
北
小
学

校
前
の
国
道
沿
い
の
信
号
脇
、

神
里
村
は
神
里
郵
便
局
東
側
の

交
差
点
、
八
都
村
は
八
都
郵
便

局
前
の
交
差
点
、
山
倉
村
は
山

倉
保
育
園
近
く
の
信
号
脇
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

津
宮
村
も
国
道
沿
い
に
あ
り

ま
す
が
、
少
し
見
つ
け
難に

く

く
、

津
宮
郵
便
局
か
ら
1
0
0
ｍ
程

西
の
路
地
に
隠
れ
る
よ
う
に
し

て
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
香
西

村
も
県
道
沿
い
に
な
り
ま
す

が
、
切
手
神
社
北
側
の
児
童
公

園
内
に
あ
り
ま
す
。

　

栗
源
村
の
も
の
は
、
元
々
県

道
沿
い
の
旧
役
場
入
口
付
近
に

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
昭
和
61

年
の
新
庁
舎
（
現
栗
源
区
事
務

所
）
建
設
後
、
平
成
元
年
に
敷

地
内
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
社
の
前
に
設
置
さ
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
香
取
町
で

は
、
香
取
神
宮
の
旧
参
道
か
ら

境
内
地
に
入
る
石
段
脇
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
東
大
戸
村
も
元
々

の
設
置
場
所
は
大
戸
神
社
付
近

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在

� 広報【まちかど通信】

て
ぶ
く
ろ

～
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
話
～

エ
ウ
ゲ
ー
ニ
ー
・
Ｍ
・
ラ
チ
ョ
フ
／
え

う
ち
だ
り
さ
こ
／
や
く

　

雪
の
上
に
は
お
じ
い
さ
ん
が

落
と
し
た
温
か
そ
う
な
手
袋
。

そ
の
中
へ
森
の
動
物
た
ち
が

や
っ
て
来
て
は
次
々
と
入
っ
て

い
く
。
手
袋
は
今
に
も
は
ち
き

れ
そ
う
。
そ
こ
へ
手
袋
を
落
と

し
た
こ
と
に
気
づ
い
た
お
じ
い

さ
ん
が
犬
と
一
緒
に
戻
っ
て
来

る
と
⋮
。
絵
を
良
く
見
て
み
る

と
少
し
ず
つ
手
袋
に
玄
関
、
煙

突
、
窓
な
ど
が
で
き
て
い
る
。

民
俗
衣
装
を
ま
と
っ
た
動
物
た

ち
も
個
性
豊
か
に
描
か
れ
て
い

て
素
晴
ら
し
い
。
子
ど
も
た
ち

は｢

次
は
何
か
な
？｣

と
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
で

し
ょ
う
。

市
内
17
カ
所
に
設
置

▲交差点に建つ道路元標（八都）

▲栗源区事務所敷地内に移設された道路元標

で
は
国
道
沿
い
大
戸
駅
入
口
信

号
脇
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

形
状
・
様
式
も
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
正
11
年
内
務
省
令

に
は
「
道
路
元
標
に
は
石
材
そ

の
他
の
耐
久
性
材
料
を
使
用
す

へ
し
」、
ま
た
「
道
路
元
標
は

別
記
様
式
に
依
る
へ
し
」
と
あ

り
、
簡
易
な
図
が
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
図
に
よ
れ
ば
、
高

さ
60
㎝
、
縦
横
25
㎝
角
の
石
柱

で
、
頭
頂
部
に
や
や
丸
み
を
持

た
せ
、
正
面
に
は
「
何
々
市
町

村
道
路
元
標
」
と
記
す
よ
う
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
残

る
も
の
は
こ
の
図
と
ほ
ぼ
同
じ

規
格
で
、
石
材
は
御み

か
げ影

石
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
造
物
と
し
て
の
道
路
元
標

は
画
一
的
な
も
の
で
あ
り
、
設

置
者
や
年
代
な
ど
も
刻
ま
れ
て

い
な
い
た
め
、
あ
ま
り
面
白

味
の
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
設
置
場

所
に
は
地
域
的
な
特
色
が
よ
く

表
れ
て
い
ま
す
。
人
の
往
来
が

盛
ん
な
道
筋
、
役
場
や
郵
便
局

な
ど
の
公
的
施
設
近
く
、
あ
る

い
は
宗
教
施
設
の
入
口
付
近
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
歴
史
的
に

見
れ
ば
、
そ
の
場
所
が
地
域
に

と
っ
て
は
中
心
的
な
場
所
で

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

2
月
か
ら
千
葉
県
が
Ｊ
Ｒ
6
社
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
集
中
的
に
千
葉
県

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ち
ば
Ｄ

Ｃ
）」
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
は
4

月
ま
で
の
期
間
中
の
内
容
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

※
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
目
的

地
・
行
き
先
の
意
味

❶
　

千
葉
県
観
光
の
強
み
で
あ
る
多
彩

な
魅
力
を
全
国
に
配
信
す
る
た
め

「
房
総
発
見
伝
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
「
花
・
海
・
健
・
歴
・
祭
・
味
・

夢
・
美
」
の
8
つ
の
切
り
口
か
ら
事

業
や
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
祭
・
味
」
を
テ
ー
マ
に
、

小
野
川
沿
い
を
中
心
と
し
た
「
小
江

戸
・
佐
原
ま
ち
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
を
3
月
10
日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。

❷
ち
ば
た
び
・
マ
イ
ス
タ
ー

　

体
験
イ
ベ
ン
ト

　

さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を
も
っ
た
人
々

か
ら
、
直
接
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
20

の
体
験
コ
ー
ス
を
県
内
で
設
定
し
ま

す
。
そ
の
内
8
つ
の
コ
ー
ス
を
終
了

し
た
人
に
は
「
ち
ば
た
び
・
ゴ
ー
ル

ド
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
認
定
し
、
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。
本
市
で
は
切
り

絵
作
成
・
張
子
色
づ
け
・
蔓つ

る

工
芸
体

験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

❸
特
別
事
業

　

▼
佐
原
駅

⇔

香
取
神
宮
間
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
行
▼
観
福
寺
特
別
拝
観
▼

酒
仕
込
み
体
験
▼
佐
原
囃
子
の
披
露

▼
水
郷
お
み
が
わ
桜
つ
つ
じ
ま
つ
り

の
Ｐ
Ｒ
。

　

伊
能
忠
敬
記
念
館
と
水
郷
佐
原
山

車
会
館
の
入
館
料
割
引
と
、
で
き
る

限
り
の
無
休
開
館
を
実
施
し
て
、
訪

れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を

図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課　

☎
(50)
1
2
1
2

　

http

：//w
w
w
.prom

ochiba.jp/

花海 歴健 祭味 美夢

市民の皆さんのご協力により「山車の曳き廻し」を行い、
与倉屋の大土蔵では香取市に伝わる各種伝統芸能の披露

や寄席を開催します。
「現代の名工」に指定されている地元出身の日本ソムリ
エ協会名誉会長・熱田氏による「ワインと和食の夕べ」

や及川氏と相馬氏による「地元食材の懐石料理と地酒を楽しむ」
イベントを開催します。また、ちばＤＣ北総地域となる四街道
から銚子までの観光と物産のテント村「北総のみやげ」など多
くの企画を実施します。

祭

味

ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催　

2
月
1
日
㈭
～
4
月
30
日
㈪

小
江
戸
・
佐
原
ま
ち
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

3
月
10
日
㈯

▲香取神宮石段脇

※
設
置
場
所
は
交
通
量
の
多
い

場
所
な
の
で
、
確
認
す
る
場
合

は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

HP

8つの魅力

3月10日㈯の特別イベントはこれだ！
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フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
帰
国
し

た
男
性
が
、
平
成
18
年
11
月
16

日
に
狂
犬
病
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
男
性
は
現
地
で
犬
に
か
ま

れ
た
後
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

国
内
で
の
発
症
例
は
�6
年
ぶ

り
で
す
が
、
狂
犬
病
は
い
ま
だ

世
界
各
地
で
流
行
し
て
お
り
、

渡
航
者
は
注
意
が
必
要
で
す
。

●
狂
犬
病
流
行
地
域
へ
の

　

渡
航
者
へ

・
渡
航
中
に
、
動
物
と
不
用
意

に
触
れ
合
わ
な
い
こ
と

・
予
防
と
し
て
、
渡
航
前
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
行
う
こ
と

・
万
が
一
犬
な
ど
に
か
ま
れ
た

場
合
は
、
早
急
に
現
地
医
療
機

関
で
受
診
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
行
う
こ
と

・
現
地
医
療
機
関
で
の
受
診
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
帰
国
後

に
検
疫
所
に
相
談
す
る
こ
と

●
飼
い
犬
の
﹁
登
録
﹂
と

　
﹁
狂
犬
病
予
防
接
種
﹂

　
「
登
録
」
と
年
1
回
の
「
狂

犬
病
予
防
接
種
」
は
、
万
が
一

日
本
に
狂
犬
病
が
侵
入
し
た
場

合
、
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
狂
犬
病

予
防
法
で
定
め
ら
れ
た
飼
い
主

の
義
務
で
す
。
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
︵
香

取
保
健
所
︶ 

☎
(52)
9
1
6
1

環
境
安
全
課 

☎
(50)
1
2
4
8

　

香
取
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
小
見

川
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
高
校
生
以
上
の
男

女
で
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人

■
日
時　

2
月
25
日
㈰　

9
時

30
分
試
合
開
始

■
場
所　

小
見
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
小
見
川
ス

ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

■
種
目　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女

子
ダ
ブ
ル
ス
（
と
も
に
上
級
、

中
級
、
初
級
）

■
参
加
費　

1
チ
ー
ム
／

一
般
2
5
0
0
円
・
高
校
生

2
0
0
0
円
（
当
日
持
参
）

■
注
意
事
項

・
受
付
は
8
時
30
分
か
ら
、
開

会
式
は
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

・
組
み
合
せ
は
体
育
協
会
で
行

い
ま
す
（
当
日
受
付
で
試
合
会

場
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

・
試
合
中
の
事
故
な
ど
は
参
加

者
個
人
の
責
任
に
帰
す
る
も
の

と
し
ま
す

　

2
月
9
日
㈮
16
時
ま
で
に

小
見
川
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
香
取
市
体
育

協
会
小
見
川
支
部
事
務
局

☎
（83）

0
1
0
1　

（83）
0
1
4
9

　

水
郷
小
見
川
観
光
協
会
で
は
、

今
年
の
城
山
公
園
・
水
郷
お
み

が
わ
桜
つ
つ
じ
ま
つ
り
の
期
間

中
に
開
催
す
る
「
水
郷
お
み
が

わ
い
な
か
日
和　

市
街
地
観
光

ミ
ニ
ツ
ア
ー
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

10
人

■
ツ
ア
ー
予
定
日　

3
月
末
〜

4
月
中
旬
の
土
・
日

　
　

2
月
9
日
㈮
ま
で
に
水
郷

小
見
川
観
光
協
会
事
務
局　

商

工
観
光
課　

☎
（82）

1
1
1
7

　

農
林
水
産
省
で
は
、
農
家
な

ど
を
訪
問
し
て
調
査
を
行
う
統

計
調
査
員
と
、
職
員
が
田
や
畑

で
実
測
調
査
を
行
う
際
に
記
録

な
ど
を
す
る
調
査
補
助
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
特
別
な
資
格
や
経

験
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な

く
、
ど
な
た
に
も
活
躍
で
き
る

仕
事
で
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　

h
ttp

://w
w

w
.c

h
ib

a
.

info.m
aff

.go.jp/chosain/
chosain.htm

l

　

匝
瑳
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

香
取
庁
舎　

☎
（52）

3
3
9
3

　

山
田
地
区
食
品
衛
生
組
合
で

は
、
食
品
取
り
扱
い
の
啓
発
事

業
の
一
環
と
し
て
、
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

2
月
16
日
㈮　

10
時

〜
13
時
30
分

■
場
所　

山
田
公
民
館
料
理
実

習
室

■
定
員　

先
着
30
人

■
内
容　

季
節
料
理

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
な
ど

　

2
月
6
日
㈫
ま
で
に　

市
民

環
境
課　

☎
(78)
2
1
1
3

■
日
時　

1
月
25
日
㈭　

18
時

〜■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
3

階
第
4
研
修
室

■
内
容　

歯
性
感
染
症
に
つ
い

て　

講
師　

神
津
由
直
氏
（
佐

原
病
院
歯
科
医
師
）

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

　

県
立
佐
原
病
院☎

（54）
1
2
3
1

■
日
時　

毎
月
第
2
日
曜
日　

9
時
〜
正
午

■
場
所
・
定
員　

小
見
川
消
防

署
20
人
・
佐
原
消
防
署
10
人（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

開
催
月
の
第
1

日
曜
日　

17
時
ま
で

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す

　

小
見
川
消
防
署

　
　
　
　
　
　

☎
（83）

0
1
1
9

佐
原
消
防
署　

☎
（52）

4
1
1
1

　

若
い
人
た
ち
の
高
い
失
業
率

や
早
期
離
職
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
若
者
就
業
支
援

サ
ー
ビ
ス
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち

ば
出
張
版
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

豊
富
な
求
人
紹
介
を
行
う
求

人
案
内
セ
ミ
ナ
ー
や
な
ん
で
も

話
せ
て
答
え
て
く
れ
る
個
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
15
歳
か

ら
34
歳
ま
で
の
就
職
希
望
者

■
期
日　

2
月
6
日
㈫

■
場
所　

市
役
所
3
階
3
0
1

会
議
室

■
費
用　

無
料

︻
求
人
案
内
セ
ミ
ナ
ー
︼

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
に
登
録

さ
れ
て
い
る
豊
富
な
求
人
案
件

を
紹
介
。
求
人
開
拓
員
が
仕
事

の
内
容
を
直
接
説
明
し
ま
す
。

◇
時
間　

10
時
〜
正
午

◇
定
員　

20
人
（
要
予
約
・
先

着
順
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
案
内

も
行
わ
れ
ま
す

︻
個
別
相
談
︼

　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
進

路
・
就
職
の
相
談
に
乗
り
、
そ

の
人
の
能
力
や
志
望
に
応
じ
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

◇
時
間　

13
時
〜
16
時
（
1
人

30
分
程
度
）

◇
定
員　

12
人
（
要
予
約
・
先

着
順
）

　
　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　

☎
（50）

1
2
1
2

　

市
で
は
交
通
遺
児
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
手
当

の
支
給
希
望
者
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
交

通
事
故
に
よ
り
父
母
の
一
方
ま

た
は
両
親
と
死
別
（
重
度
の
障

害
含
む
）
し
た
児
童
・
生
徒
（
中

学
校
卒
業
ま
で
）
を
扶
養
し
て

い
る
人
（
未
就
学
児
童
は
該
当

し
ま
せ
ん
）

■
支
給
額　

小
学
生
3
0
0
0

円
、
中
学
生
4
0
0
0
円
（
い

ず
れ
も
月
額
。
7
月
・
11
月
・

3
月
の
年
3
回
支
給
）

■
受
付
期
間　

随
時
（
認
定
月

か
ら
支
給
）

※
申
請
に
必
要
な
も
の
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
現
在
受
給

者
は
手
続
き
不
要

　

環
境
安
全
課
☎

(50)
1
2
4
8

　

市
で
は
原
子
爆
弾
被
爆
者
に

対
し
て
見
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。

暮
ら
し
の

情
報

広報 【暮らしの情報】

お知らせ

講座
教室

募集

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファックス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

料
理
教
室

平成19・20 年度入札参加資格審査申請
　平成 19・20 年度に市が発注する建設工事、測量や設計な
どの委託、物品納入、役務の提供などの入札に参加を希望す
る業者は「入札参加資格審査申請」をしてください。
　香取市上下水道部水道課（旧小見川広域水道企業団を含
む）、香取市教育委員会、北総西部衛生組合、香取広域市町
村圏事務組合（旧佐原市外五町消防組合（旧大栄町、旧下総
町、神崎町を除く）、旧小見川町外 2 町消防組合を含む）の
入札に参加希望業者も同じ申請になります。
■申請用紙の配布　1 月 �1 日㈬まで　9 時～ 17 時
■受付期間　2 月 1 日㈭～ 21 日㈬　9 時～ 16 時
※いずれも土、日、祝日を除く。市独自様式の申請書は市ホー
ムページから取得可能（http://www.city.katori.lg.jp）
　財政課　☎ (50)1207

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

小
見
川
大
会
参
加
者

市
街
地
ミ
ニ
ツ
ア
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

統
計
調
査
員

香
取
市
交
通
遺
児

手
当
の
支
給

若
者
の
就
職
を
支
援

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば

原
子
爆
弾
被
爆
者
へ

見
舞
金
を
支
給

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

応
急
手
当

救
命
講
習
会

HP

2007.January

1
月

　

流
行
地
域
へ
の

渡
航
者
へ
注
意
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運行が 1 月 20 日㈯から変わります

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

原
子

爆
弾
被
爆
者
手
帳
、
印
鑑
、
本

人
名
義
の
銀
行
口
座

　
　

2
月
9
日
㈮
ま
で
に
各
担

当
課
へ

生
活
福
祉
課　

☎
（50）

1
2
0
9

　

健
康
福
祉
課
☎

（82）
1
1
1
5

　

健
康
福
祉
課
☎

（78）
2
1
1
4

　

健
康
福
祉
課
☎

（75）
3
0
0
0

　

年
金
受
給
者
と
給
与
所
得
者

の
所
得
税
の
申
告
相
談
と
、
税

理
士
会
の
行
う
無
料
申
告
相
談

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
会
場
も
9
時
30
分

か
ら
15
時
30
分
の
開
催
に
な
り

ま
す
（
12
時
か
ら
13
時
は
昼
休

み
と
な
り
ま
す
）。

◇
1
月
31
日
㈬　

市
役
所
5
階

大
会
議
室
・
山
田
区
事
務
所
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
2
月
1
日
㈭　

市
役
所
5
階

大
会
議
室
・
小
見
川
文
化
会
館

第
1
会
議
室

◇
2
月
2
日
㈮　

小
見
川
文
化

会
館
第
1
会
議
室

◇
2
月
5
日
㈪　

栗
源
保
健
セ

ン
タ
ー

　

佐
原
税
務
署
☎

（54）
1
3
3
1

　

税
理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料

相
談
」
を
行
い
ま
す
。
相
談
希

望
者
は
、
事
前
に
各
税
理
士
事

務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
1
月
22
日
㈪
永
塚
正
雄
税
理

士
事
務
所
（
阿
玉
川
5
1
5
）

☎
（83）

0
0
8
8

◇
2
月
5
日
㈪
岩
立
和
雄
税

理
士
事
務
所
（
岩
ヶ
崎
台
21
ー

3
）
☎

（54）
1
9
8
7

※
現
在
、
税
理
士
お
よ
び
税
理

士
法
人
に
税
務
顧
問
を
し
て
い

る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

千
葉
県
税
理
士
会
佐
原
支
部

税
務
指
導
対
策
部　

伊
藤　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）

6
0
5
2

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診

断
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
今
お
住
ま
い
の
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
際

に
、
市
が
診
断
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
で
、
皆
さ
ん
の

地
震
時
に
お
け
る
住
宅
の
安
全

に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

■
対
象
住
宅　

賃
貸
住
宅
を
除

く
2
階
以
下
の
木
造
住
宅
で
所

有
者
本
人
が
住
ん
で
い
る
こ
と

■
助
成
率　

2
分
の
1

■
上
限
額　

5
万
円

■
診
断
方
法　

㈶
日
本
建
築
防

災
協
会
発
行
の
「
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」
に
よ

る
一
般
診
断

■
診
断
士　

県
に
登
録
し
た
診

断
士
（
名
簿
は
市
役
所
お
よ
び

各
区
事
務
所
で
閲
覧
可
能
）

■
募
集
期
間　

2
月
16
日
㈮
ま

で
　

都
市
計
画
課
☎
(50)
1
2
1
4

　

都
市
建
設
課
☎
(82)
1
1
1
8

　

都
市
建
設
課
☎
(78)
2
1
1
6

　

都
市
建
設
課
☎
(75)
2
1
1
5

■
日
時　

2
月
4
日
㈰　

8
時

〜
（
毎
月
第
1
日
曜
日
開
催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
の
み
）

の
出
店
者
も
募
集
中

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

 

市民生活課　　☎（54）1138　　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（78）2113　　　市民環境課　☎（75）2113

栗源区事務所　 　  1月24日㈬　予約日1月18日㈭
市役所　　　　　   2月14日㈬　予約日2月  5日㈪
小見川区事務所　   2月28日㈬　予約日2月16日㈮

●行政相談・人権相談　
　1月19日㈮　13時30分～15時30分

市民生活課　　☎（54）1138
　2月20日㈫　13時30分～15時30分

市民生活課　　☎（54）1138　　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（78）2113　　　市民環境課　☎（75）2113

●消費生活相談　9時～17時
市民生活課　 1月25日㈭・2月8日㈭・22日㈭　☎（54）1138
　市民環境課 1月18日㈭・2月1日㈭・15日㈭　☎（82）1114

●交通事故相談　10時～15時　要予約
環境安全課　 1月23日㈫・2月13日㈫・27日㈫　☎（50）1248
　市民環境課 1月18日㈭・2月15日㈭　☎（82）1123

●子育て相談　　月～金曜日（祝祭日を除く）8時30分～17時15分
　大倉保育所　　☎（57）0643　たまつくり保育所　☎（55）9500
●心配ごと相談　10時～15時	
　社会福祉協議会小見川支所　1月18日㈭・2月15日㈭
　☎（83）7071
　社会福祉協議会山田支所　　1月25日㈭　☎（78）1056
　社会福祉協議会栗源支所　　2月  1日㈭　☎（75）2118
　社会福祉協議会本所　　　　2月  8日㈭　☎（54）4410

●精神保健福祉相談　1月16日㈫・23日㈫　13時30分〜（要予約）
●エイズ検査（無料）　1月22日㈪　13時～14時受付（予約不要）
●アレルギー相談　　 2月19日㈪　13時～（要予約）
●療育相談　　　　　2月  1日㈭　13時～（要予約）
●配偶者からの暴力に関する相談　毎週水曜日　要予約
　☎（52）9310　電話での相談（毎週月～金曜日）　9時～16時
●女性のための健康相談 　1月25日㈭　13時30分〜（要予約）
　☎（52）9157

広報【暮らしの情報】

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　8時30分～16時30分　

法律相談 市民対象  9時30分～14時  予約は市民生活課　☎（54）1138 
受付は予約日の8時30分から10人まで　　          ☎(54)1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

催し

停留所名
香取神宮
忠敬橋　
佐原駅　

1 便
12:15
12:20
12:24

2 便
12:45
12:50
12:54

� 便
14:20
14:25
14:29

4 便
14:50
14:55
14:59

5 便
15:20
15:25
15:29

の
町
並
み
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　
　

☎
（52）

1
0
0
0

　

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人

た
ち
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
趣
味

を
通
じ
て
作
り
上
げ
た
工
作
・

習
字
・
絵
画
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
利
用
者
家
族
以
外
の
皆
さ

ん
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
期
間　

2
月
6
日
㈫
〜
13
日

㈫■
場
所　

山
田
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

　

山
田
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

☎
（70）

7
1
7
1

■
日
時　

1
月
25
日
㈭　

9
時

集
合

■
集
合
場
所　

佐
原
文
化
会
館

前■
参
加
費　

5
0
0
円

■
コ
ー
ス　

小
野
川
沿
い
の
町

並
み
〜
観
福
寺
〜
自
然
道
〜
香

取
神
宮
〜
神
道
山
公
園
〜
Ｊ
Ｒ

香
取
駅　

15
時
ご
ろ
〜
解
散

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
県
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
協
会　

小
早
志

　
　
　
　
　
　

☎
（54）

2
4
6
7

　成田空港～佐原間は、往復 1 便に、佐原駅～香取神宮間は、普通の乗り合い
バスに。今回の時刻改正は、東京方面からの来客の便宜を図るとともに、市内の
移動を便利にするために行うものです。
■料金　 ▽成田空港～佐原駅間　1,000 円（往復 1,800 円）
　　　　　この場合、香取神宮～佐原駅間は乗り降り自由
　　　　 ▽香取神宮～佐原駅間　220 円／香取神宮～忠敬橋間 160 円
　　　　　忠敬橋～佐原駅間　  150 円
　商工観光課　☎ (50)1212　・千葉交通㈱　☎ 0476(24)���1

税
の
無
料
相
談

木
造
住
宅
耐
震
診
断

に
助
成

小
江
戸
佐
原
の

骨
董
市

九
十
九
里
ホ
ー
ム

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

忠
敬
江
戸
入
り

フ
ォ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

小江戸佐原　　　　　 バスより身近に…

1 便
15:40
15:45
15:50
16:12
16:1�
16:20
16:26
16:28
16:�2
16:�7
16:55
16:59

停留所名
佐原駅　
忠敬橋　
香取神宮

1 便
12:�0
12:�5
12:40

2 便
14:05
14:10
14:15

� 便
14:�5
14:40
14:45

4 便
15:05
15:10
15:15

停留所名
佐原駅
忠敬橋
香取神宮
成田エクセルホテル東急
ヒルトン成田
成田全日空ホテル
ホリデイ・イン東武成田
ホテル日航ウインズ成田
ホテル日航成田
成田空港第 2 ＰＴＢ
成田菊水ホテル
京成成田駅

1 便
10:15
10:18
10:26
10:28
10:�5
10:41
10:4�
10:47
10:55
11:18
11:2�
11:27

停留所名
京成成田駅
成田菊水ホテル
成田エクセルホテル東急
ヒルトン成田
成田全日空ホテル
ホリデイ・イン東武成田
ホテル日航ウインズ成田
ホテル日航成田
成田空港第 2 ＰＴＢ
香取神宮
忠敬橋
佐原駅

佐原駅⇒京成成田駅京成成田駅⇒佐原駅

香取神宮⇒佐原駅佐原駅⇒香取神宮

お 散 歩

確
定
申
告
無
料
相
談
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今
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
出

前
寄
席
の
話
。
テ
レ
ビ
な
ど
で

落
語
が
放
映
さ
れ
て
い
て
も
特

に
見
る
こ
と
も
な
く
「
落
語
を

生
で
見
る
こ
と
は
、
若
い
う
ち

に
は
な
い
だ
ろ
う
な
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
取
材
で

実
際
に
見
て
み
る
と
、
ま
る
で

自
分
に
語
り
か
け
て
く
る
よ
う

な
噺
家
さ
ん
の
話
し
っ
ぷ
り
と

巧
み
な
操
り
人
形
さ
ば
き
に
驚

き
と
感
動
を
覚
え
、
と
て
も
貴

重
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ

ま
し
た
。
ま
っ
す
ぐ
突
き
進
む

だ
け
で
な
く
、
時
に
は
寄
り
道

を
し
て
息
抜
き
を
す
る
の
も
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

も
一
度
寄
席
に
寄
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
後
が

よ
ろ
し
い
よ
う
で
…
?　

 

（
猪
）

人口と世帯今月の納期限
1月31日（月） 1月1日現在

人　口／88,141人（-48）
　　　男43,685人（-28）
　　　女44,456人（-20）
世帯数／28,983戸 （+9）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

　

  

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

山
の
日
の
も
う
逃
げ
て
ゆ
く
吊
し
柿嶋

田　

昭
三
（
佐
原
イ
）

評
・
渋
柿
は
「
吊
し
柿
」
や
「
干
柿
」
と
し
て
賞
味
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
歯
ご
た
え
と
そ
の
甘
さ
は
絶
品
で
あ
る
。
何
と
言
っ
て
も
日

照
時
間
が
こ
の
時
期
短
い
。
陽
を
惜
し
む
心
を
「
逃
げ
る
」
と
作

者
は
言
う
。
得
た
表
現
で
あ
る
。

大
利
根
に
筑
波
の
影
や
浮
寝
鳥

宮
崎　

弘
（
白
井
）

寝
返
り
て
独
り
の
夜
長
も
て
あ
ま
す

畔
蒜　

基
一
（
岩
部
）

茶
の
花
や
村
一
軒
の
駄
菓
子
店

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

渓
流
の
音
を
友
と
す
冷

ひ
や
や
っ
こ奴

石
𣘺　

里
子
（
岩
部
）

内
視
鏡
受
け
ゐ
る
窓
の
冬
の
雨

郡　

千
恵
子
（
下
小
川
）

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

包
丁
を
握
れ
ば
君
は
輝
く
と
大
根
刻
む
吾
に
夫
言
う

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

人
見
羽
津
江
（
小
見
川
）

評
・
料
理
の
好
き
な
作
者
な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
作
る
食
事
へ

の
夢
が
あ
る
か
ら
、
包
丁
を
持
っ
た
と
き
か
ら
顔
も
手
さ
ば
き
も

輝
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ご
主
人
は
知
っ
て
い
る
。
良
い
家
庭
の

断
面
が
見
え
て
楽
し
い
。

盆
栽
の
根
鉢
崩
し
て
植
え
か
え
る
夫
の
背
中
の
ぬ
く
き

小
春
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

や
す
（
古
内
）

参
道
の
土
産
物
屋
の
主
に
て
友
は
笑
顔
の
ま
ま
に
老
い

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
𣘺　

静
子
（
助
沢
）

前
足
を
器
用
に
折
り
て
傍
ら
に
愛
猫
の
居
る
温
き
初
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
橋　

と
き（
沢
）

紅
葉
の
杜も

り
の
都
の
青
葉
城
誰
が
奏
で
る
や
「
荒
城
の
月
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
原　

忠
（
府
馬
）

ふ
た
た
び
の
危
機
を
乗
り
こ
え
退
院
す
九
十
二
歳
の
母

の
底
力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

ギャラリーギャラリー
　今年の干支のいの
ししを共同で仕上げ
ました。お父さん、
お母さんのそばにた
くさんの子どもたち
がいます。今年も仲
良く元気に楽しく過
ごせるように願いを
込めて作りました。

いつも一緒に

園児全員

（第 4 期）

（第 10 期）

（第 10 期）

躍進するいのししの親子

〒
　「広報かとり」のコーナー「みて見てうちの子」に掲載するお子
さんを募集します。お子さんのちょっとした一コマや成長の記念を
載せませんか。
■対象　市内在住で平成 17 年 6 月から平成 17 年 11 月生まれのお
子さん（4 月から 9 月までの広報に掲載予定）。
■申し込み方法　2 月 5 日㈪（消印有効）までに往復はがきに保護
者の住所、氏名、電話番号、お子さんの氏名（ふりがな）、性別、
生年月日を記入し、〒 287-8501 広報広聴課広報班まで（応募多数
の場合は抽選）。
※掲載の日程は後日、返信させていただきます。
※「広報かとり」掲載後は、香取市ホームページ上の「Web 版広
報かとり」に掲載されます。  　  広報広聴課　☎（50）1204

みて見てうちの子
　　掲載写真募集 津宮幼稚園

広報2007年（平成 19年） 【市民のひろば】

一
味
ち
が
う
結
婚
式

水
生
植
物
園
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

　

水
生
植
物
園
で
は
、
あ
や
め
祭
り
期
間
中
、

水
郷
地
帯
の
お
輿
入
れ
「
嫁
入
り
舟
」
を
再
現

し
ま
す
。

　
「
嫁
入
り
舟
」
は
、
今
や
あ
や
め
祭
り
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
。
満
開
の
花
シ
ョ
ウ
ブ
の
中
、

た
く
さ
ん
の
入
園
者
と
幸
せ
願
う
ご
親
族
が
、

お
二
人
の
門
出
を
お
祝
い
し
ま
す
。
さ
っ
ぱ
舟

に
幸
せ
い
っ
ぱ
い
つ
め
込
ん
で
、
ゆ
っ
た
り
と

長
い
人
生
の
舟
出
と
し
ゃ
れ
ま
せ
ん
か
？

■
資
格　

市
内
外
ど
な
た
で
も
（
応
募
者
多
数

の
場
合
抽
選
）。
新
郎
新
婦
共
に
40
歳
ま
で
の

カ
ッ
プ
ル

■
挙
式
日　

6
月
9
日
・
16
日
・
23
日
の
土
曜

日　

10
時
30
分
か
ら
1
時
間
程
度

■
募
集
数　

各
日
1
組

■
謝
礼　

挙
式
費
用
と
旅
行
券

■
そ
の
他　

衣
裳
は
和
装
限
定
。
嫁
入
り
舟
の

光
景
は
観
光
宣
伝
に
活
用
さ
れ
ま
す

　

3
月
12
日
㈪
ま
で

水
生
植
物
園　

☎
(56)
0
4
1
1

商
工
観
光
課　

☎
(50)
1
2
1
2

パ
パ 

信
一
さ
ん
／
マ
マ 

美
佳
さ
ん

車
が
大
好
き
!!
い
ろ
ん
な
車
を

知
っ
て
る
よ
！

●
鈴す

ず
き木 

優ゆ
う
た太

く
ん（
佐
原
イ
）

パ
パ 

博
さ
ん
／
マ
マ 

久
乃
さ
ん

プ
ー
さ
ん
大
好
き
!!
に
い
に
大

好
き
!!
で
も
食
べ
る
の
が
一
番

大
好
き
♥

●
小お

ぐ
ら倉 

遥は
る
と斗

く
ん（
佐
原
ロ
）

パ
パ 

隆
良
さ
ん
／
マ
マ 

晴
美
さ
ん

お
姉
ち
ゃ
ん
の
ま
ね
を
す
る
の

が
大
好
き

●
遠え

ん
ど
う藤 

愛ま
な
ほ歩

ち
ゃ
ん（
内
野
）

パ
パ 

宣
之
さ
ん
／
マ
マ 

美
花
さ
ん

晴
れ
た
日
は
お
外
で
シ
ャ
ボ

ン
玉
を
し
て
遊
ぶ
の
。上
手
に

「
ふ
ー
っ
」っ
て
で
き
る
よ
。

●
髙た

か
や
す安 

ひ
よ
り
ち
ゃ
ん（
三
島
）

パ
パ 

郁
男
さ
ん
／
マ
マ 

富
美
江
さ
ん

祭
り
と
車
が
大
好
き
★

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
8カ月

1歳
11カ月

1歳
10カ月

市県民税

国民健康保険税

介護保険料

パ
パ 

光
夫
さ
ん
／
マ
マ 
美
代
子
さ
ん

お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
音
楽
に

合
わ
せ
て
踊
る
の
が
大
好
き

●
仲な

か 

悠ゆ
う
へ
い平

く
ん（
牧
野
）

●
篠し

の
つ
か塚 

滉こ
う
た太

く
ん（
佐
原
イ
）

1歳
10カ月


